
人工呼吸:1990年10月 -195 -

14 CPAP装置におけるリザーパーパ‘ノ グの検討
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continuous flow typeのCPAPによる呼吸管理が

主流となり、多くの施設でいろいろな工夫を凝らし

たCPAP装置が考案されている。そのなかでリザー

パーバッグに関して、容量、装着する位置などにつ

いては検討されているが、コンブライアンスについ

てはまだ不十分である。そこで我々は、数種類のリ

ザーパーバッグを用いそのコンブライアンスを求

め、コンブライアンスの違いによる CPAP装置の回

路内圧に与える影響、及びネ ット装着による効果に

関して検討を加えた。

[方法 17種類の麻酔用リザーパーバ ッグを用いそ

れぞれでネット袋着をしない場合、 1枚、 2枚およ

び3枚を装着した場合で比較検討を行った。測定項

目としてはまず各4霊5eリザーパーバッグのコンブ
ライアンス、次にその結果より得られた対照的な 2

種類のバ ッグ を用いてCPAP10、20、30crnH20に

おけるP-Vカープを測定、さらにIeと 5eのバッグ
を用い容量の遭いによる P-Vカーブについても検討

した。

[結果)7種類のバ ッグ問でコンブライアンスに差が

認められ、 OHIOなど 5種のコンブライアンスの低

い群と ACOMA、AIKAの高い群とにおおよそ分け

ることができた。次にネットを装着すると、ネット

非装着時に見られたコ ンブライア ンスの群聞の差が

ひとつにまとまる傾向を見せた。さらに対照的な

OHlOとAIKAのリザー パ ーバッグ装着時の P-V

カー ブで は、 CPAP10、20crnH20においては両者

ともネ ット 装着の有無にかかわらず回路内圧の変動

はほとんど変わらなか った。しかしCPAPを30

crnH20にするとOHlOでは変化が認められなかった

が、 AIKAではネ ット装着により回路内圧の変動が

少なく抑えられた。次に OHIOのリザーパーバ ッグ

の容量を変化させた時の P-Vカー ブに おいては、

CPAP装置にIeバッグを 2個装着した場合 より、 5

fバッグを 2個装着した時の方が回路内圧の変動が少

なかった。

[考察 1CPAPによる呼吸管理においては、患者の呼

吸仕事量を軽減すると言う面から、回路内圧の変動

を小さく抑えることが必要である。 リザーパーバ 7

グのコンブライアンスもその重要な要素の 1っと思

われるが、今回の結果より各種リザーパーバッグ間

で差のあることが判明した。 7種類のリザーパー

バッグの ~IJ定からコンブライアンスの低い群と高い

群があり、 P-Vカープによる比較ではコンブライア

ンスの高い群に highPEEPをかけた場合に回路内圧

の変動:が大きくなり、吸気努力が増加すると恩われ

た。そしでその両群にネット装着を行ったところ、

コンブライアンスの高いバッグにおいて回路内圧の

変動が小さく抑えられ、コ/プライ 7ンスを低下与

せることが有意義なことであると思われた。また容

量の遭いによる回路内圧の変動は従来より言われて

いるように容量の大きいものの方が変動が少なく、

できるだけ大きなリザーパーパ y グが理想的であ

る。すなわちリザーパーバッグの容量を大きくしコ

ンブライアンスの低いバッグを使用するか、もしく

はコンブライアンスの高いパ 7グでもネットを装着

した状態で使用することにより、その効果を期待で

きると思われた。なお呼気に対する影響に関しては

今後さらに検討を要すると思われた η

[まとめ]コンブラ イアンスの異な るリザーバーバ ッ

グを用いてCPAP装置の回路内圧に及ぼす影響を検

討 した。 l コン ブライアンスの低いパ γグではネ ッ

トの有無によ る差は少なかったが、 コンプライアン

スの高いバッグでPEEPを上昇させた場合にネ ッ ト

の有用性が認められた。 2.リザーパーパ yグの容量

が大きい程、回路内圧の変動は少なかった。


